
藤
田
安
勝

フ
ヂ
h
M
-
一
リ
ヨ
ウ
キ
ヨ
ウ

穣
渓
了
怨

金

悌

認

宗一
束
漉
林
幽
寺
の
住
待
。
商
品
目
四
千
閥
抗
に
臨
び
て
閥
抗
司

に
巡
み
、
明
治
七
年
八
且
二
十
四
日
抗
十
六
出
酬
を
以

て
寂
。
法
諮
問
沼
院
。

フ
デ
h
F
ポ
ヲ

篠
田
穆

宰

は

涼
郷
。
也
知
叉
は

十
銅
山
山
泊
者
と
M

抗
し
た
。
晩
年
日
々
袋
一
合
商
学
合
を

喫
し
て
誼
姿
老
λ
と
い
ひ
、
叉
『
の
み
し
ら
み
蚊
に

せ
め
ら
れ
て
一
泊
り
』
の
勾
を
得
て
一
泊
老
人
と
も

い
う
た
。
も
と
恋
商
の
子
で
あ
っ
た
が
、
自
訟
を
好

ん
で
長
井
茨
問
に
溜
ぴ
、

一
日
千
手
を
習
ふ
こ
と
三

年
に
及
ん
だ
。
叉
嘗
て
毎
日
約
を
逐
う
て
蹄
を
作
旬
、

終
っ
て
ま
た
初
め
、
策
刻
も
亦
之
を
世
間
U

〈
し
た
。
明

治
利
新
前
後
の
入
。

フ
ヂ
生
ヤ
ス
カ
ツ

洪
水
の
総
本
殿
流
失
し
て
祉
地
金
〈
河
床
と
な
っ
た

お
に
、
ー
(
の
佐
川
上
新
町
に
祉
般
を
謹
告
し
た
。

フ
ヂ
ダ
ナ
ノ
フ
ヂ

藤
棚
の
藤

金

持
際
棚
白
山

紳
円
畑
山
凹
枇
地
前
に
在
っ
た
。
則
姿
水
の
=
一
州
奇
談
に
、

『四
川
の
上
匁
源
寺
の
門
を
泊
ぎ
て
向
う
に
般
の
花

多
〈
仲
間
〈
宮
あ
ふ
り
。
』
と
あ
る
。
三
州
奇
談
は
明
和
・

安
永一
頃
の
銃
砲
で
あ
る
か
ら
、
治
時
は
ま
だ
限
棚
の

地
名
が
な
か
っ
た
と
見
え
る
。

フ
ヂ
タ
ニ
ガ
ハ

藤
谷
川

鹿
島
郡
高
出
・
一
一嗣
凶
入

合
領
の
初
谷
か
ら
抗
出
し
、
前
倒
領
で
久
江
川
に町間

合
ふ
。
流
棋
三
O
O米
許
。

フ
ヂ
タ
=
ネ
ン
キ

藤
谷
然
喜
金
稼
民
宗
束
涯

安
祭
寺
の
佐
職
。
附
悟
院
緋
附
に
息
ん
で
摂
苛
に
逃

み
、
存
命
中
越
諮
院
の
説
を
賜
は
旬
、
明
治
三
十
一

年
八
且
十
二
日
八
十
一

歳
を
以
て
寂
し
た
。

フ
ヂ
h
F
-
一
ホ
ウ
ジ
ヨ
ウ

藤
谷
法
域
金
保
提
宗

京
彼
安
祭
寺
の
住
持
。
続
開
削
簡
に
限
ん
で
四
日
司
に
浩

み
、
大
正
元
年
十
二
且
二
十
日
六
十
九
訟
を
以
て
寂
。

法
訟
然
界
院
。

フ
チ

辺
都
三
十
郎
、

フ
ヂ
主
ヤ
ス
サ
ダ

篠
田
安
貞
泌
総
午
之
助

-m

E
・兵
部
・求
対
。
恭
安
の
遊
子
。
延
半
三
印
也
知
二

千
石
を
袈
ぐ
。
奏
者
番

・
有
制
等
支
恒
常
経
て
、
安

永
四
年
御
釘
矧
お
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
天
明
近

年
指
除
き
、閉
門
を
命
ぜ
ら
れ
、七
年
御
見
、
次
い
で

品H
.樟

在
住
・A
官
邸
お
奉
行

・
前
回
開
問
御
附
に
隠
任

し
、
平
和
元
年
致
仕
し
て
閃
翁
と
蹴
し
、
本
山
の
内

五
百
石
を
熔
原
料
と
し
た
。
文
政
元
年
裂
。

フ
ヂ
生
ヤ
ス
ザ
ダ

藤
田
{官
貞

泊
熔
狐
八
郎
。

八
郎
兵
衛
安
卸
の
子
。
貞
享
四
年
矢
の
奴
後
氾
八
郎

兵
衛
安
説
後
を
受
け
て
融
五
百
石
を
製
ぎ
、
安
点
は

其
の
依
二
百
石
を
受
け
た
が
、
元
政
九
年
安
親
の
蚤

〈
残
し
た
後
そ
の
株
主
百
石
を
裂
い
で
前
品
酬
を
除
か

れ
、
大
小
務
総
に
入
り
、
臼
永
沢
年
大
小
将
番
聞
に

進
み
、
七
年
持
弓
闘
に
諮
っ
た
。
正
徳
ニ
年
四
月
八

日間目
、
齢
三
十
六
。

フ
ヂ
h
F
ヤ
ス
ズ
ミ

藤
田
安
庭

泊
桝

m
E・五

郎
・求
Mm
・
年
兵
衛
。
亭
和
元
年
0
1
求
Mm
安
点
致
仕
の

平
兵
衛
・
内
抑
制
先
。
八
郎
兵
術
安
教
の
こ
努
。
承
邸
三

年
安
肪
十
五
践
の
時
前
回
利
協
に
仕

へ
て
山
由
小
怖
と

な
り
、
十
七
訟
の
時
四
百
石
を
協
は
旬
、
明
附
二
年

父
の
双
後
共
の
品
開
百
石
を
附
い
て
加
へ
、
山
治
元
年

文
百
石
を
増
し
、
立
文
元
年
山
小
怖
に
掛
り
、
九
年

配
膳
取
次
役
を
粂
ね
、
製
年
百
抗
十
石
宇
増
し
、
延

期叫
三
年
歩
即
に
泌
み
、
中
小
勝
諮
問

・
問
問
脱
出
相
次
役

を
品
市
ね
、
五
年
二
百
五
十
石
、七
年
五
百
行
を
加
へ
、

天
和
二
年
大
小
持
頭
、
点
U
T
三
年
品
川
内
廻
一叫
に
純
じ
、

元
職
六
年
飛
跡
前
山
崎
叫
に
也
成
し
、
十
六
年
定
窃
闘

に
泌
み
、
資
永
六
年
品
川
子
前
川
吉
徳
の
仰
と
な
り
、

人
持
組
に
列
し
て
五
百
石
を
加
へ

、
以
計
ご
千
石
を

受
け
た
。
苧
保
七
年
退
老
し
て
向
日
柴
と
川
町
し
、
九
年

十
一

旦
八
日
夜
。
年
一
八
十
抗
。
山
封
印
に
微
妙
公
直
言

箆
包
が
あ
る
。

後
千
百
石
を
剛
山
ぎ
、
奏
者
番
・魚
秘
在
住
・
公
車
場
容

一
は
美
川
日
吉
前
枇
と
も
い
ひ
、
七
年
亦
藤
原
訓
枇
に

行
に
同
町
任
し
、
文
政
元
年
父
の
致
仕
俸
五
百
石
を
加

一
改
め
た
。

へ
、
前
回
狩
唆
付
御
近
制
制
御
用
を
刑
判
て
、
十

一
年
若
一

フ
ヂ
ツ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ

藤
津
比
古
紳
註

羽
昨

年
前
に
地
み
、
天
保
況
年
致
仕
し
て
お
築
(
安
肪
と
同
一
刻
膝
翻
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
笛
枇
杷
に
、『
際
郎
防

名
〉
と
奴
し
、
料
七
百
石
を
受
け
、
問
年
残
し
た
。
一
古
前
駐
。
式
内
一
座
。
鈍
打
熊
野
枇
相
殿
釘
底
。
笛

フ
ヂ
h
F
ヤ
ス
ツ
グ
藤
田
安
次

迦
抑
制
八
郎
兵
衛
。
一
偲
一
Z
。
往
古
以
来
八
町
山
拠
虫
見
山
銀
座
之
版
。
巾

父
十
左
衛
門
は
椛
州
三
木
悩
械
に

加
っ
た
人
で
あ
一
古
品
開
打
熊
野
枇

u
s制
限

ψ

辺
見
山
他
打
山
之
郡
白

ろ
。
八
郎
兵
衛
は
初
め
木
村
治
陣
介
に
仕
へ

、
市
陸
一
也
。
』
と
あ
り
、
耐
し
て
鎚
ね
熊
野
山
脚
祉
に
闘
し
て

介
の
亡
後
準
的
出
し
、
文
除
四
年
前
凶
利
家
に
召
出
さ
一
は
、『鎚
打
熊
野
耐
赴
。
鈍
打
郷
際刷刷会
和
銀
座
。

鈍
打

れ
て
四
百
石
や
受
け
、
足
腕
聞
と
な
り
、
大
型
寺
の
一
泡
九
筒
村
之
惣
枇
也
。
今
都
品熊
野
縦
割
-
球
去

-g

役
及
び
大
坂
雨
陣
に
従
ひ
、
験
詮
に
千
二
百
石
に
京
一
宮
↓』
と
す
る
が
、
今
は
際
一
昨
出
古
一
川
祉
の
み
に
な
っ

旬
、
元
和
八
年
裂
し
た
。

子
孫
訴
に
川
製
す
る
。
一
て
居
る
。
そ
の
新
宮
と
い
う
た
の
は
、
紀
伊
の
摘
'
蜘

フ
ヂ
生
ヤ
ス
テ
ル

旋
回
安
探

沼
紛
入
印
刷
兵
衛
。
一
磁
現
の
新
宮
を
拘
紡
L
た
鈎
で
あ
ら
う
と
加
約
一芯
放

明
何
一
一
年
父
入
郎
兵
衛
安
敬
の
治
知
の
中
六
百
石
を
一
に
は
言
う
て
ゐ
る
。

問問ぎ
、
後
百
石
を
加
へ

、
御
歩
閉
山

・
新
番
一
同一
に
隠
任
一

フ
ヂ
ナ
ミ

藤
波

以
来
純
一
諸
橋
郷
に
邸
す
る
出

し
、
点
目
T

四
年
四
月
廿
七
日
即
位
し
た
。
齢
四
十
九
。
一

訴
。
文
限
二
年
の
結
締
六
郷
凶
数
回
脱
出
に
、『
宇
山
怜

フ
ジ
h
F
ヤ
ス
ノ
リ

藤
田
安
教
沼
紛
内
腕
・入'郎

一
と
際
抽
出
の
境
は
、
上

ハ
タ
ウ
ノ
ワ
ノ
脇
、
下
は
船
カ

兵
衛
。
。
ー
は
入
郎
兵
衛
安
次
O

元
利
八
革
父
の
夜
後
一
タ
シ
の
森
共
に
0
』
附
年
七
且
諸
橋
本
郷
稲
荷
包
耐
役

七
百
石
を
受
け
、
w品
永
八
年
大
小
抑
制
に
回
し
、
随
一
注
文
に
、
『
一
口
文
、
抗
月
期
日
御
制
恥
料
際
航
ょ
。

安
三
年
前
削
綱
紀
の
御
抱
守
を
勤
め
た
。
明
目
的
二
年
一
容
。
』
な
ど
、
古
く
は
際
航
と
お
い
て
あ
る
。
能
域
名

江
戸
に
於
い
て
明
日
。
齢
四
十
七
。

一

跡

志

に

は

、『
宇
出
様
よ
り
抜
凱
に
行
〈
加
に
際
故
村

フ
ヂ
ヅ
カ

藤

塚

石

川
柑
本
音
の
部
名
。
源
平
一
あ
り
。
一
恩
の
聞
に
所

h
k

に
別
れ
て
あ
る
村
也
。
云

服
装
記
に
、『
鯨
氏
は
安
宅
，
泌
よ
り
お
ち
て
、
今
総
・一一古
。
武
左
衛
門
と
い
ふ
山
組
役
の
古
き
百
姓
ぁ
。
。
』

際山崎
・
小
河
出血
・合
部
・
段
河
訂
溢
て
、
大
野
庄
に
陣
↑

と
記
す
る
。

を
と
る
。
』
加
越
関
評
記
事
政
四
年
初
会
宗
摘
の
加
賀
一

フ
ヂ
ナ
ミ
J
h
F
ル
マ
ツ
リ

藤
波
の
樽
祭

J
オ

か
ら
m
出
陣
し
た
僚
に
、『
際
塚
の
二
木
・
出
口
の
務
隊
・
一
ホ
ミ
ヤ
ジ
ソ
ジ
ヤ
大
宮
訓
社
。

安
宅
の
今
井
際
右
衛
門
巴
下
二
千
除
入
、
大
将
に
相
一

フ
チ
ニ
ン
ト
ヲ
ム
ラ
扶
持
人
十
村

御
扶
持
人

従
て
来
り
け
る
。
』
な
ど
a
h

見
え

る

。

一

十
討
は
、
扶
持
と
し
て
問
地
若
干
を
給
せ
ら
れ
る
十

フ
ヂ
ヅ
カ
ザ
ン
ノ
ウ
ジ
ン
ジ
ヤ

藤
塚
山
王
神
社

一
村
役
を
い
ひ
、
扶
持
を
有
せ
ざ
る
布
十
村
に
約
す
る

石
川
樹
木
菅
丞
可
業
川
〉
に
銀
座
し
、
式
内
等
首
位
把
一
名
穏
で
あ
り
、
数
十
村
を
組
下
と
し
て
管
制
す
る
こ

に
、
『
際
塚
山
王
制
一
位
。
牒
箆
庇
際
塚
銀
座
。
抑
制
枇
一
と
は
雨
者
共
に
同
一
で
あ
っ
た
。
御
扶
持
人
十
村
は

也
。
』
と
あ
る
o
初
め
は

山
正
槌
到
と
い
ひ
、
加
笛
一
郎
に
御
扶
持
人
と
も
稽
し
た
。
放
に
御
扶
持
人
十
村

元
音
寺
之
に
翠
仕
し
た
が
、
明
治
の
後
日
吉
耐
駐
叉
一
と
智
い
て
御
技
持
人
十
村
及
び
平
十
村
の
憩
で
あ
る

七

圃晶.，、


